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第3よ．伝染源から異なる距離にある稲の感染時欄と潜り凋闘
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江．1．病斑数は1枚当り．

2．列番号は接種稲から北方に向って1．2．……とした．
3．突験期間中の帆向は大体北であった．

第4表．伝染源から異なる距離にある稲の分生胞子形成数
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注．1・分生胞子形成数は稲を26℃に保った後の測定数である．
2．分生胞子形成数は1株当りで，単位は万である．

分生胞子が飛来し，6月20～7月1日の間に投入したも

のと思われる．この場合，潜伏期間が長いのは，当時の

気温が本菌にとって低気温であるためと考えられる．

2．しかし，6月上・中旬でも豊富な伝染源が近くに

あると，rl然感染によって10日～2週間程度の潜伏期聞

をへて発病する．この場合，伝染源からの距離が遠い析

ほど，病斑川現時期が避かったが，これは伝染源から列竜

来する分生胞子数が，距離が遠くなるに伴って少なかっ

たためと推察される．

3・晩櫓では，普通柿にくらべ菓いもち感染時期が遅

いのは，生育相の差によって生じる微細気象の相違が，

病菌の侵入状態に影響したためと考えられる．

4・柔いもち発生初澗頃の柿の葉いもち感染冨1＿ミニは．施

肥杭の多い稲では，施肥量の少ない桁よりも多かったが

このことがその後の葉いもち発生程度に影響するこるが

想像される．

本田における葉いも　発生の過程に関する解析的研究

第2報．菓いもち発生期間における病菌の増殖

小　　林

（裾島拭い畏武）

1．日　　　　　的

本鞭では，rl然条件下の本川において，施肥量が兜っ

た場合，葉いもちが発生し始めてから出穂期までの閃，

葉いもち病斑数・木病菌分生胞子形成数及び空中飛散分

生胞子の採集数に，どのような差異があるかについて明

らかにした．

2．材料及び方法

実験は1961年に裾鳥県農．拭い事11場で尖施した．罠林21－；上

を供試し，6月1日にm植した．1区画精は20平方77‡で

裕

ある．施肥iJ：区を，脚捌巴；1との0．川手・1．0倍・1．5倍・

2・0供の4種好はした（倍率は三要素とも同率である）．

7月5日から時期別に各区5株の稲を枚から抜取り，

これをビニールの袋に入れ，袋の底に小量の水を入れて，

袋のl－1を閉じ，26℃の恒阻器に12時間保った．その後こ

れらの稲の集いもち病斑数及び分生胞子形成数を測定し

た．病斑調査は急性及び慢性型病班のみを対象とし，観

点型病斑は対象にしなかった．分生胞子形成数の測定方

法は，第1二枚の場合と同様である．

次いで，上記普通帥〔6月1日1日析）の4施肥量区の

ほかに，晩松（6月20［日鋼折）にも上記と全く同厳の4
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施肥吊：区を設け・各区甲空中飛散分生胞子を採集した・

空中飛散分生胞子の採集方漬は次のようである・すな

ゎち．各区の中央に柱を立て，この上にグリセリン・ゼ

ラチン軒末スライドグラスを乗せた・スライドグラスは

水平に保ち・高さは採集当時の稲の草冠高と等しくなる

ようにした．各区2枚宛スライドグラスを用い，1昼夜

放躍した後，1帥戚平方内の分生胞子数を数えた・

3．結果及び考察

実験圃場における襲いもちの発生は，7月8日から認

められた．その裸の各区の薬いもち病班数及び分生胞子

形成数は，第1・2図の通りである・
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第1図．施肥環を異にし
た相の柔いもち発生期間
中における病斑数の推移
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まず，病斑数の推移をみると，7月51二Ⅰの稲では，抜き

摂った際には病斑が忍められなかったが，これを26℃の

湿宅に12時間保った後には病班が＝現した．この時の各

区の病斑数は少なかったが，そのうちでも施肥量の多い

区ほど病斑数が多かった．すでに開場で葉いもちが発生

していた7月11日以降に抜取った稲では，26℃に保った

按の菓いもち病斑数は各区とも急速に増加し，7月27日

に最高に逢した．増加の程度は区間により差があるが，

施肥罠の多少と正比例であった．その後，病斑数は急速

に減少し，＝穂苅にあたる8月16日には比較的少なくな

った．一方，各区の稲の分生胞子形成数の推移は第2図

の通りで，大作において病斑数と同じ仙向を示してい

る．すなわち，7月5日に稲を260Cに12時間保った後で

は，すでに多数の分生胞子形成を認め，その後各区とも

急速に増加し，6月20日に最高に達し．その後榔軋榊こ

近づくに従って急速に減少した．この間仁各区の分生胞

子形成数は施肥吊：の多少と正比例的であった・

次いで，各区の稲の柔いもち病斑を型別に分けて・ま

とめた結果は節1粛こホす通りである．すなわち・全病

斑数に対する急性病斑数の調和ま，掛、もち発生初期で

は0．7倍1式を除き各区に大差がなかったが，蔓延期及び発

生最盛欄には，施肘バ：の多い区ほど調合が大であった・

また，7月20日に同一川場にある農林21号を供試し，

上から節2葉月の葉上にある葉いもち病斑で，かつ同一

第1表．施肥廿を異にした稲の瓢別葉いもち病斑数の推移

施肥区別

調査時期、＼　　病班型＼‾＼

7　月11円
（発生初期）

7　月　20　日
（蔓　延　期）

7　月　27　日

（発生最盛期）
G
管
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注．病斑数は1株当りの数倍．
比率とは型別病斑数／仝病斑数×100
病斑型の表示．G：急性病斑．

B：慢性病斑．
BG：上記印一i者の巾間型病乱

（長さ4祀・rl12紺）の各型病斑をえらび，病庚を1仰

づつスライドグラス上の水滴中におき，全面机の分生胞

子を三角刀でかき取り，分生胞子を調査した．その結果
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は第2表に示すように，日中に粧病葉を採取した直後に

調査した結果では急牲病軋l二に形成された分生胞子数が

最も多く，又恥病葉を採減後12柑Ji】26℃に保った後でも
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第2表．柔いもち病班型別分生胞子形成数

斑塑照哺桝後磨讐毒筆問260Cに
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江．供訳柄斑数は各々10個であり，数値は1病班当り
分生胞子形成数である．

雨椚（これは，分生胞子形成の最適気象下の夜間におけ

る分生胞子形成数とみなされる），急性病斑上に形成さ

れた分生胞子数が最も多かった．したがって，第1・2

蓑の結果から見て，第2岡に示されたように施肥FJ：の椚

加にしたがって，稲上の分生胞子形成数が多いのは，病

斑数（特に分生胞子形成能の缶江、急性病机数）が多いこ

とに起関することが明らかである．

第3剛こは，業いもち発生初期からト甘地期までの期間

の半句別空巾珊散分生胞子の採集数を示した．各区とも

7月13日にはすでに分生胞子が採集され，その後採集数

は急速に椚加し，7月51t用に最高となり，その後は急

速に減少し，川機工師こは極めて少なかった．そして各区

とも∴空中飛散分生胞‾H惹張数の雛移と整いもち発病率

の推移（第4図参照）とは，大体平行していた．また，

施肥量が多く柴いもち発病ヰミの高い区ほど，常に空11飛

散分生胞子採集数が多かった．しかし，普通机2．0倍区

とト11．5r出てとの発病4歳は明らかであったのに，分生

胞子採集数では大′差がなかった．また，普通帖の発病串

の推移と空中飛散分生胞子採集数の推移とは，時期的に

全く一致していたが，晩机ではこの両者がやや一致しな

かった．これは晩佃耳の，葉いもち発生最盛期における

病斑が慢廿里や鴫のが多く，分生胞子形成が少なかった

ことによると考えられるものであって，当時の；i忠を調

禿した緋果．宛象による分危胞子形成の抑制があったと

は考えられない．
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第4図．施肥htを期こした稲の糞いもち発病率の推移

注．薬いもち発病率は全葉蘭沌封こ対する全病斑拍沌■f
歩合

4．結　　　　論

l；l然条件下の木田で，施肥＿！バ二を異にして稲を栽培した

が，どの区も葉いもちが発生し始めてから発生最盛期ま

での期間は，約20日間であった．発生初期における柿の

葉いもち病斑数及び分生胞子形成数は，施肥最の多い区

ほど多く，その後この傾向は益々拡大され発生最盛期に

達した．分生胞子形成数が多いのは，病斑数特に分生胞

子形成健の宕一青い急性病班数が多いことに起関する．各区

の空中飛散分生胞子採集数は稲の分生胞子形成数と時期

的にも又量的にも平行的であった．分生胞子の空中飛散

状況は天快によって異なることは当然であるが，広範囲

に及ぶ場合もあり（栗林ら），また，伝染源から遠ざか

るにしたがって分生胞子採集数が急速に減少した例もあ

る（小林，小野）．木突放の場合，区間相互で干渉しあ

う空中飛散分生胞子数は，各区で形成された分生胞子数

のごく一邦であることが想像される．

以上のように，業いもちは発生初期から次第に増加す

るが，増加の状態は施肥是の多い区の稲ほど急速であ

る．これは，集いもち発病率・分生胞子形成数・空中飛

散分生胞子の採集数などの推移からみて，来いもちの感

染が，施肥一量の相違による稲の抵抗性の程度と相まって

病菌の累机的増加に差を来すためではなかろうかと推察

される．




